
　経済産業省に入省して以来、さまざまな社会課
題に向き合ってきました。そのなかで感じてきたのが、
ルーティンから抜け出して異なる世界に飛び出してい
く力、既存の概念を打ち破って新しい価値を創り出
す力が日本は弱いということです。仕事の仕方を見
ていても、投げられたボールを真面目に打ち返すだ
けの人が多く、言われたことにいかに正確に応える
かという受け身の姿勢が蔓延しています。自分の頭
を使い自分以外のリソースを使い、情報・知恵を編
集して新しいものを生み出そうとするなかで、「こうし
たらどうですか？」「じゃあやってみようか」という知的
な掛け合いがあり、組織の壁を超えたオープンイノ
ベーションが起こる。そんな人材や場があまりに少な
いことに、大きな危機感を抱くようになりました。
　じゃあどうすれば変わるだろうと考えたときに、大
人に対してアプローチしたところで対症療法に過ぎな
い、未来の「いい仕事をする大人」を育てるために
は教育から変えていくしかない、という結論に至りま
した。そこで、自ら提言してプロジェクトチームとして
「教育産業室」を立ち上げました。

　こうして始めたのが、「未来の教室」プロジェクトで
す。「学びのSTEAM化」「学びの個別最適化」を軸
に、経済産業省の所管である産業界や民間教育事
業者と、学校、大学・研究機関などをつないで、さ
まざまな実証事業を行っています。「学びのSTEAM
化」については「『創る』ために『知る』学び」をコン
セプトにプロジェクト型で進め、「学びの個別最適化」
については、AIを活用した教材などで生徒一人ひと
りに合った内容・レベルの学習を行ってきました。ま
だまだ１合目というところですが、2年間の実証事業
を通して見えてきたこと、確信したことがあります。
　まず、「学びの個別最適化」は、どのような学校に
おいても可能であるということ。実証校は公立校が
多く、不登校の生徒たちのための別室登校教室や
オルタナティブスクールでも行いましたが、いずれも驚
くような学習成果が出ています。また、自分がわから
なくなったところまで戻って学び直しができるため、

「やればできる」という自己効力感にもつながることが
わかってきました。この流れは今後さらに加速化す
るでしょうし、させていきたいと考えています。
　プロジェクト型学習の効果も検証されています。社
会の実情や矛盾、課題などがリアルに見えてくること
で当事者としての「問い」が立ち、その問いを探究
するなかで、必要な知識や情報を吸収していく姿が
見られました。今後のビジョンとして、標準授業時数
の枠を取り払い、午前は教科知識のインプット、午
後はプロジェクト型学習にあてるといったアウトプット
学習重視の学校が出てくるような未来も描いています。
　文部科学省の所管である教育に経済産業省が
オーバーラップすることには、我々の実証事業の成
果が旧来の教育の意識とは違う視点を投げかけると
いう意義があります。実際、私たちが提言し、「未来
の教室」の前提ともなっている「1人1台パソコン環
境」は、文部科学省、経済産業省、総務省の3省
をまたいだ 「GIGAスクール構想」というかたちで実
現に向かいました。

　実証事業を通して改めて感じたのが、先生たちの
「失敗してはいけない」「きちんとしないといけない」と
いう思いがとても根深いということです。予定通りに
進めて想定のオチにもっていく予定調和的な学びは
生徒にも見透かされます。だから、生徒は先生に「正
解」を求めてしまうんです。そうではなく、「先生もわ
からないから一緒に考えよう」という姿勢で、悪戦苦
闘してときには失敗するところを生徒にどんどん見せ
てほしいと思います。学校は、失敗してもいい安全
な場所なのですから。
　一方、実証事業をきっかけに当事者意識をもって
動き出している学校、先生方もたくさんいます。今後
は、「未来の教室」というコミュニティを一緒に動かす
教育界の騎手たちと、大きなインパクトにしていきたい
と考えています。先生自身が一緒になって作ろうと動
き出せば、社会のさまざまなステークホルダーと協働
できるはずです。目の前の子どもたちが出ていく社会
がどうなるのか、何を求めているのかを考え、いろん
な人とつながりながら学校をアップデートしてほしい。
何よりも、先生たちにもっと楽しんでワクワクしてヒー
ローになって輝いてほしい。そう期待しています。

欲しい人材を育てるには、
教育を変えるしかない

産学官民をつなぐ実証事業で
未来の学びの在り方を考える

人とつながりワクワクしながら、
学校をアップデートしてほしい
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あさの・だいすけ●2001年、経済産業省に入省。資
源エネルギー、流通・物流・危機管理、知的財産、地域
経済産業、マクロ経済分析などの業務を経て、2016
年に教育サービス産業室（現：教育産業室）を立ち上
げた。2017年7月より大臣官房政策審議室企画官、
10月より教育産業室長を兼務。2018年7月よりサー
ビス政策課長に着任。児童・生徒・教員の「パソコン１
人１台」の早期実現や、それを前提にした「未来の教
室」プロジェクトを推進し、EdTechを活用した学びの
個別最適化やSTEAM教育の実証事業を展開中。
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